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１ 国語 

学校番号 3020 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 現代文Ｂ 改訂版」（三省堂） 

副教材等 
「読解を深める 現代文単語」（桐原書店） 

「現代文 センター試験国語過去問題 平成２２年～３１年」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年間養ってきた「読む力」を確かにするために、より多くの、より難度の高い文章を読みま

す。そうして培った読解力は並行して「聞く力」においても応用されることになりますが、最

終的に「話す」「書く」という形で表現することではじめて完結することになります。 

・３年生として進路実現に向けて大学センター試験問題にも取り組み、こうした力を正解にたど

り着くまでの過程の中で発揮できるように演習していきます。 

・ただ、それらの力が受験のための国語学習にとどまることなく、これからの人生を豊かにする

ための「国語力」になることをめざして授業は進めていきます。その中で主体的に取り組み、

様々に思考を繰り返して、多様なものの見方を学びつつ、自分の考えを深めていってください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、

感じ方、考え方を深める。 

・論理的な文章では、文章を批評することを通して考えを深め、発展させること、目的や課題に

応じて情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表現することにつなげる。 

・文学的な文章では、人物の生き方や表現の仕方について話し合い、読書の幅を広げ、文字・活

字文化に対する理解を深める。 

・語彙力を豊かにし、言語感覚をより一層磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて

活用することによって、国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び

言葉の特徴や

決まりなどに

ついての理解

を深め、知識を

身に付けてい

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシート

等） 

定期考査 

小テスト 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

二
部 

評
論
一 

教材： 

「虚ろなまなざし」 

ワークシート 

○  ◎  ○ 

a：一枚の写真が持つ力を通して、

物を見ること・伝えることにま

つわる問題について理解を深

めているか。 

c:一つの問題を取り上げた複数

のメディアによる報道を比較

し、メディアを単に批判するの

ではなく、それを通して自らを

批判的にとらえ直したりメデ

ィアを賢く利用したりする方

法について報告をまとめるこ

とができるか。 

e:メディアの権力性とともに、メ

ディアを批判する側の動機に

潜む恐れを分析し、主体性の幻

想とその問題について理解し

たか。 

 

a:行動の観察 

 記述の点検 

 

ｃ:記述の確認及 

び分析 

 

e:定期考査 

教材 

：「陰翳礼讃」 

ワークシート 

○   ◎ ○ 

a:「陰翳」が生み出す文化につい

て筆者の主張を理解できたか。 

d:坂口安吾『日本文化私観』、山

崎正和『日本文化と個人主義』

など、他の様々な日本文化論と

比較し、作品の読みを深め人間

や社会・文化について自分なり

に考えることができるか。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

ｅ:記述の確認及

び定期考査 

 

 

二
部 

小
説
一 

教材： 

「美神」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

b:人物の心情や情景を把握して

朗読をすることができるか。  

e:「R博士」と「アフロディテ」

の関係性などについて理解で

きたか。 

ａ、b: 

行動の観察 

 

ｅ：記述の点検と

確認及び定

期考査 
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二
部 

評
論
二 

教材 

：「日本文化の雑種

性」 

ワークシート 

○   ◎ ○ 

a:日本文化について筆者の主張

を理解しようとしているか。 

d:筆者の「西洋文化」と「日本文

化」の対比を通して、作品の読

みを深め人間や社会・文化につ

いて自分なりに考えることが

できるか。 

e:文章の形態や文体の違い、具体

例の効果について理解してい

る。 

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

ｅ:記述の確認及

び定期考査 

 

１
学
期 

セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
演
習 

平成２２年本試 

教材：「日本の庭に

ついて」「送り火」 

平成２３年本試 

教材「身ぶりの消失」

「楽隊のうさぎ」 

平成２３年追試 

教材「建築と身体」

「てのひら」 

○  ◎  ○ 

ａ:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

ｃ:文章全体の構成とその論旨を

把握するために 100 字程度で

要旨をまとめることができる

か。 

ｅ:選択肢の検討時に必ず判断の

よりどころとなる根拠を文章

中に求めることができている

か。 

ａ：行動の観察 

 

c：課題提出 

 

ｅ:記述の確認 

 

２
学
期 

セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
演
習 

平成２４年本試 

教材：「境界としての

自己」「たま虫を見

る」 

平成２４年追試 

教材：「電子メディア

論」「メリーゴーラン

ド」 

平成２５年本試 

教材：「鐔」「地球儀」 

平成２５年追試 

教材：「理性の探求」

「鏡の中の少女」 

○ ◎   ○ 

a:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

b:文学的文章として小説を鑑賞

し、親子人生という普遍的なテ

ーマについて、考えを深め、話

し合うことができたか。 

ｅ:語句の意味を捉えるときに、

感覚的に文脈に合いそうなも

のを選ぶのではなく、辞書的な

意味にも文脈的な意味にも合

うことの重要性が理解できた

か。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確 

認 

 

二
部 

評
論
三 

教材： 

「無常ということ」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:古典によって現代の感覚や考

え方を捉え直す筆者の発想を

学ぼうとしているか。 

b:朗読を通して、文章の展開や要

旨を的確にとらえているか。 

e:語句の意味・用法を理解してい

るか。筆者独特の比喩や対比表

現の効果を理解し、読みを深め

ることができるか。 

ａ、b: 

行動の観察 

 

ｅ：記述の点検と

確認及び定期

考査 
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教材： 

「ぬくみ」 

ワークシート 

○  ◎ ◎ ○ 

a:「自由な個人」についての筆者

の考えを正確に汲み取り、自ら

と照らし合わせて主体的に考

えようとしているか。  

c・d:近現代の社会の変貌により、

「私」が揺らいでいくことの十

分な理解ができているか。 

e:「社会」と「個人」の在り方と

現代社会の問題点について把

握できているか。  

a、ｄ: 

行動の観察及 

び記述の点検 

 

c: 記述の点検

と確認 

 

e:記述の点検及

び定期考査 

 

２
学
期 

 
 

 

二
部 

小
説
三 

教材： 

「鞄」 

ワークシート 

○ ◎   ○ 

a:主題と関連する比喩や象徴的

な意味を「鞄」の役割とつなげ

て考えようとしているか。 

b：比喩や象徴を通して見えてき

た主題を言葉にして述べるこ

とができるか。 

e:細やかな表現を通して登場人

物の思考や心理を理解できた

か。 

a:行動の観察 

 

c：課題提出 

記述の確認と

分析及び定

期考査 

 

e:記述の確認と

定期考査 

二
部 

評
論
四 

教材： 

「疑似群衆の時代」 
○  ◎  ○ 

a:「群衆」の本質を把握しようと

したか。  

c:作品を読んで考えたことを八

百字程度でまとめることがで

きるか。 

e:社会機構を支えているものが、

根拠のない虚構であるという

考え方への考察を深めること

ができたか。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

e:定期考査 

セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
演
習 

平成 26 年本試 

教材：「漢文脈と近代

日本」「快走」 

平成 26 年追試 

教材：「正義の哲学」

「午後」 

平成２７年本試 

教材：「未知との遭

遇」「石を愛でる人」 

平成 27 年追試 

教材：「運動する認

識」「紅茶」 

○ ◎   ○ 

 a:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。 

b:抽象的、象徴的な事柄の読解に

ついて、自分なりの読解を深め

相互批評できているか。 

e:難解な用語や言い回しを読み

解き、趣旨を正確に捉えること

ができるか。主人公の言動か

ら、心情を推測する手がかりを

つかむことができたか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

e:定期考査 
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３
学
期 

セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
演
習 

平成 28 年本試 

教材：「キャラ化する

/される子どもたち」

「三等車」 

平成 28 年追試 

教材：「極北の声」

「孤児の感情」 

平成 29 年度本試 

教材：「科学のコミュ

ニケーション」「秋の

一日」 

平成 29 年追試 

教材：「科学技術・地

球システム・人間」 

「青ざめた行列」 

○ ◎   ○ 

a:過去に出題されたセンター試

験について、その出題の傾向を

理解しようとしているか。  

b:抽象的、象徴的な事柄の読解に

ついて、自分なりの読解を深め

相互批評できているか。 

e:難解な用語や言い回しを読み

解き、趣旨を正確に捉えること

ができるか。主人公の言動か

ら、心情を推測する手がかりを

つかむことができたか。 

ａ、ｂ、ｅ： 

行動の観察と確

認及び分析 

３
学
期 

二
部 

評
論
五 

教材： 

「猫は後悔するか」 

ワークシート、 

 

○   ◎ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

d:一年生の時から学んできた構

造言語学の観点から、世界の

「分節」についてつかむことが

できたか。 

e:人間の思考と言語の関係につ

いて、説明することができる

か。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と

分析及び定期

考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

二
部 

詩
歌 

 

 

 

教材： 

「パンの話」 

ワークシート 

 

 

 

○ ◎   ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

b:詩を効果的に朗読したり、それ

を聞きながら情景を的確にと

らえたり、表現を味わうことが

できるか。 

e:「パン」が何を表現しているか

考え、鑑賞を深めることができ

るか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:記述の確認と

分析及び定

期考査 

 

e:行動の観察及

び記述の点検 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 
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